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電気学会産業応⽤部⾨論文委員会

1 議事次第

1. 論⽂委員会の体制紹介・編修⻑・英⽂編修⻑あいさつ

熱海和⽂誌編修⻑・横⼭英⽂誌編修⻑

2. 最近の和⽂論⽂誌委員会・英⽂論⽂誌委員会の活動について

3. 査読マニュアルについて 熱海和⽂誌編修⻑

4. 和⽂論⽂誌・英⽂論⽂誌の論⽂投稿・掲載状況について

および戦略委員会の活動報告 熱海和⽂誌編修⻑・横⼭英⽂誌編修⻑

5. 論⽂委員意⾒に対する回答 熱海和⽂誌編修⻑・横⼭英⽂誌編修⻑

児⼭ D1主査

6. 意⾒交換 （13:20終了）
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2 編修⻑ あいさつ

産業応⽤部⾨ 和⽂論⽂誌 編修⻑
熱海 武憲 （千葉⼯業⼤学）

英⽂論⽂誌 編修⻑
横⼭ 智紀 （東京電機⼤学）
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最近の和⽂論⽂誌委員会・
英⽂論⽂誌委員会の活動について

産業応⽤部⾨ 和⽂論⽂誌 編修⻑
熱海 武憲 （千葉⼯業⼤学）

英⽂論⽂誌 編修⻑
横⼭ 智紀 （東京電機⼤学）
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4 最近の試み

・「英⽂論⽂誌戦略委員会」で各種対策を実施
ESCIでのJIF取得 (2023.6.28)

・ジャーナルインパクトファクタ取得後の対策
クラリベイトアナリティクスを通じた広報
雑誌Natureでの広報

• 解説論⽂/解説による和⽂誌活性化
• D部⾨としてのグローバル化
• 国際的な情報発信の促進
• 英⽂論⽂誌のクオリティ向上(IF向上
に向けた施策)

★ねらい
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5 D部⾨における論⽂委員会（和⽂論⽂誌）
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編修長
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6 D部⾨における論⽂委員会（英⽂論⽂誌）
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編修広報
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和文論文誌編修長補佐
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7 和⽂論⽂誌論⽂委員会の組織

主査

副主査・幹事

論文委員

研究調査運営委員会

・半導体電力変換

技術委員会

D1

主査

副主査・幹事

論文委員

・産業計測制御
・メカトロニクス制御

技術委員会

D2

主査

副主査・幹事

論文委員

・回転機
・リニアドライブ
・モータドライブ

技術委員会

D3

技術委員会

主査

副主査・幹事

論文委員

D4

・自動車技術
・家電・民生
・ＩＴＳ
・ものづくり
・次世代産業システム
・交通・電気鉄道
・スマートファシリティー
・公共施設
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和⽂論⽂誌論⽂委員会の構成8

和⽂論⽂誌編修⻑︓熱海武憲（千葉⼯⼤）

D1 D2 D3 D4

論⽂委員
105名

論⽂委員
172名

論⽂委員
97名

論⽂委員
162名

和⽂論⽂誌編修⻑補佐︓関健太（名⼯⼤）
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2023年度和⽂論⽂誌論⽂委員会幹事等

所属氏名役職

D2
筑波大学境野 翔主 査

（株）安川電機吉浦 泰史副主査

東京都市大学大屋 英稔幹 事

（株）トーショー竹内 一生〃

所属氏名役職

D3

中部大学長谷川 勝主 査

東北大学中村 健二副主査

大阪公立大学井上 征則幹 事

（株）日立産機システム木村 守〃

立命館大学上野 哲〃

ダイキン工業(株)浅野 能成〃

信州大学佐藤 光秀〃

長崎大学大道 哲二〃

所属氏名役職

D1

東芝インフラ
システムズ（株）

児山 裕史主 査

九州工業大学長谷川 一徳副主査

東京工業大学萩原 誠幹 事

(株)GSユアサ加藤 康司〃

山口大学山田 洋明〃 所属氏名役職

D4

東京理科大学居村 岳広主 査

名古屋大学西村 和則副主査

同志社大学井上 馨幹 事

東芝インフラ
システムズ（株）

横川 勝也〃

金沢学院大学岩岡 浩一郎〃

東京電機大学渡邉 翔一郎〃

沖縄工業高等専門学校安里 健太郎〃

九州大学笹山 瑛由〃

東京大学清水 修〃
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英⽂論⽂誌論⽂委員会の構成10

英⽂論⽂誌編修⻑︓横⼭智紀（東京電機⼤学）

D6 D7 D8

論⽂委員
63名

論⽂委員
105名

論⽂委員
132名

(D1)                       (D2)                    (D3)



電気学会産業応⽤部⾨論文委員会

11 2024年度 英⽂論⽂誌論⽂委員会幹事等
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投稿件数 掲載件数

令和5年 令和4年

投稿２２０（うち英文論文誌D ８４） 投稿321（うち英文論文誌D 174）

掲載２１９（うち英文論文誌D １２６） 掲載197（うち英文論文誌D ９1）

12 Ｄ部⾨ 論⽂投稿・掲載件数の推移

論
文
件
数

年

2013年7月
部門英文誌創刊

投稿

掲載
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13 和⽂特集号の企画数

投稿数企画数年
80【07/30時点】32024年

14412023年
17262022年
17942021年
22922020年
23972019年
31242018年
26842017年
24532016年
19932015年
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和⽂誌活性化のため「解説論⽂」および「解説」を活⽤する．

解説論⽂︓査読付き招待論⽂
2024年で２篇掲載済み

解説 ︓査読なし招待論⽂
2024年度中に再開予定

掲載の流れ
技術委員会等から
主査会へ推薦 主査会で審議 主査会から著者に

執筆を依頼

和⽂誌での解説論⽂および解説（１）
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15 和⽂誌での解説論⽂および解説（２）
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16 和⽂誌での解説論⽂および解説（３）
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D部⾨英⽂論⽂誌 (JIA)

• グローバル化⇒D部⾨の⾼度な技術を世界へ。情報発信は英語で︕
（共通英⽂論⽂誌︓ scopeが広すぎる）

• IEEE  (IEEE explore) との差別化
①電気学会の査読基準（有⽤性、オリジナリティ、新規性）、
②きめ細かい査読プロセス ③有⽤性のある論⽂を掲載する
現状︓Open access。海外著者は投稿料実質無料

⼀流論⽂誌として認められる（海外から読まれる論⽂誌）となるためには︓
Web of ScienceのＳＣＩE登録（インパクトファクター）を

⽬指していましたが、去年６⽉に取得できました
( Journal impact factor, JIF )

– SCIE (Science Citation Index Expand)

– Clarivate Analytics社(クラリベイトアナリテ
ィクス社）

– （2016年Thomson Reuter社から分離）の学術
雑誌データベース

– サイテーション・インデックス（引⽤索引）による論文誌評価

17
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これまでの英文論文誌戦略委員会でのタスク

●● JIA論文引用の促進
● Early access の実現(2020/10~)
● 著名研究者の招待論文の促進
● 国際共著論文の促進
● 日本開催の国際会議論文をJIAへ誘導
● 査読促進賞（定常運⽤）(査読期間短縮)
● JIA Cool Japan論文シリーズの開始
● JIA Finderの運用開始
● クラリベイト社による広報メール発信
● これからは、インパクトファクター値を上げていく努⼒が必要
● 戦略委員会 から JIF向上委員会へ
● 次の⽬標 JIF=2.0以上を⽬指します、さらにQ1を⽬指して︕

● しかし、2023年はJIF１.7でしたが、2024年は1.0でした
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インパクトファクターとは

● SCIEに登録された雑誌で、評価する年の前の2年
間に参考文献として引用された数値の平均値

● 2024年のインパクトファクター例

(A)＝2022年、2023年に雑誌Pに掲載された論文が2024年中
に引用された回数

(B)＝2022年、2023年に雑誌Pが掲載した論文数

雑誌Pの2024年のインパクトファクター＝A／B

19

みなさまのご協力が必要です
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JIFが下がった要因JIFが下がった要因
●● D部⾨の場合、主催する国際会議の特集号のあるなしで、投稿数が⼤きく変動する
（IPECとICEMSがあるので、隔年で投稿数が⼤幅に多くなる）

● そのため、JIFの計算式の分⺟が⼤きくなるので、引⽤数も多くしないとJIFが下がってしまう
● 今回はIPECの特集号が増えた分を超えるだけの引⽤数が⾜りなかったために数値が下が
ってしまった。また、コロナ禍の間において、国際会議の参加者数も減少したため、その影響
もある。

● しかし、2年間の論⽂掲載数２００件程度。JIF=1.0というのは、JIAの論⽂の2年間の
引⽤数が200という意味。JIAはJIFに登録されたので、JIAの論⽂の引⽤も可。つまり今
後は、JIAの論⽂１件に１つJIAの論⽂の引⽤があるだけで、JIF=1.0となる

● つまり、まだまだ、引⽤数が少ないということ。
● D部⾨会員の⽅は、国際会議論⽂執筆の際に、JIAの論⽂の引⽤をお願いします。また

JIAに投稿する際には、複数のJIAの論⽂の引⽤もお願いします。それだけで、JIA=2.0程
度は実現できるはずです。

● そして、JIFが上がって来れば、海外からの引⽤も増えるので、ポジティブスパイラルに⼊ること
を期待しています。
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D部⾨に所属している学⽣さんは、D部⾨英⽂論⽂誌の掲載論⽂を、IFの有る学術雑誌や国際会
議論⽂を執筆される際の参考⽂献として、積極的な引⽤をお願いいたします。(過去⼆年の論⽂引⽤

数がインパクトファクターの計算に使われます。対象の論⽂を中⼼に引⽤をお願いします。）
（D部⾨関連会議︓IPEC, ECCE, ICEMS, IECON, APEC, ICM, SPEC,その他IEEE関連会議など）
JIAへの投稿論⽂だけでなく、IEEEなどの論⽂誌論⽂や国際会議論⽂の執筆の際に、D部⾨英⽂論

⽂誌の論⽂を引⽤をお願いします。

JIFを取得しているので、JIAへの投稿論⽂の参考⽂献にJIAの論⽂を⼊れてもらうことでも、インパクト
ファクター値は上がります。

Digestの時点から、参考⽂献にJIAを含めるように、しましょう。
Finalの時に、追加で⼊れるのは、忘れがちだと思います。

投稿論⽂の場合、査読期間もあるので、投稿時の年度の論⽂も⼊れておくのがいいと思います（今
投稿する場合、2024,2023,2022の論⽂を⼊れる）

21 D部門会員の協力とは：
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★★電気学会D部門英文論文誌の引用文献⽤データの御案内（2024.7.15）★★

横⼭ 智紀 様
産業応⽤部⾨ 英文論文誌論文委員会 編修⻑ 横⼭智紀

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
情報提供：一般社団法⼈電気学会
※本メールは電気学会会員（産業応⽤部⾨にご所属）でメールアドレスを
ご登録されている⽅にお送りしています。

電気学会D部門英文論文誌(IEEJ Journal of Industry Applications) (JIA)の過去
2017年度から2023年度に発⾏されました論文を下記に⽰します。皆様がIEEE論文誌や国際
会議などのWeb of Scienceに該当する学会誌や国際会議に投稿する際に、投稿
論文における参考文献としてご活⽤のほどをお願い申し上げます。なお、電気
学会D部門英文論文誌(IEEJ Journal of Industry Applications)は、以下のリ
ンクからアクセス可能です（ID・パスワード不要、フリーダウンロード）。

###########################################################
新規分、従来分および分野ごとの分類に分けて、リストを提⽰しています。
また、論文の分類ワードと、各論文のKeywordも記載されていますので、
関連する論文が⾒つけやすくなっています。よろしくお願いします。
###########################################################
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/ieejjia

######## New Coming: (Vol.13, No.4) ########
###########################################
[D6: Power Electronics and Its Applications]

[Experimental Evaluation of Online MTPA Angle Search Method]
Shigeo Morimoto, Yuki Shimizu, Yukinori Inoue, and Masayuki Sanada, "Experimental Evaluation of the Online MTPA Angle Search Method Based on Flux-linkage Plane Estimation for
IPMSMs", IEEJ Journal of Industry Applications, Volume 13, Issue 4, pp. 400--408, 2024.
[Keywords: interior permanent magnet synchronous motor (IPMSM), online parameter estimation, maximum torque per ampere (MTPA) control, cross-saturation, flux-linkage plane
estimation]

https://www.jstage.jst.go.jp/article/ieejjia/13/4/13_23009975/_pdf/-char/en

↓ 以後、同じように、文献が続く。
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奇数⽉１５日に配信される電気学会D部門メールマガジン

学⽣さんは、この情報から、⾃分
の論文に引用するのに適した論文
を探してみてください

論文引用するには
このままコピー＆ペーストでOK

今年書く論文は、2023,2022の論
文を引用することに注意(2024も
入れておくのがよい）
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JIA FINDERでキーワード、著者検索可能です

利用をよろしくお願いします

全論文リスト（新しいもの順）

JIAのホームページ

インパクトファクターの計算には
過去二年の論文の引用が必要
それ以前の論文引用はカウントされません
過去二年の論文を中心に引用をお願いします
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Topic JIA Finderのページ :
Most viewed articles

 Recommended articles
Cool Japan ~ JIA's feature article on
Japanese cutting-edge technology.
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再度の引用のお願い再度の引用のお願い
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国際会議論文、投稿論文作成の際、

• ダイジェストバージョン、推敲バージョンから、引用論文
にJIAを入れておくのを忘れないようお願いします（過去2
年のもの＋査読期間も考慮して可能であれば今年度も）

• 大学院生への指導をよろしくお願いします。

主査会でも、フォロー体制の拡充を検討してい
きます

引き続き、よろしくお願いします。
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26 和⽂論⽂誌Ｄ（論⽂）
論⽂掲載判定までの所要⽉数

掲載号

（2023年／R5）

査
読
期
間
[月]

査読 ＋照会
R05【4.8】 2.8 ＋ 2.0
R04【4.9】 2.9 ＋ 2.0
R03【4.5】 2.6 ＋ 1.9
R02【5.1】 3.0 ＋ 2.1
R01【4.8】 2.8 ＋ 2.0
H30【5.9】 3.6 ＋ 2.3 平均

4.77ヶ月
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27 英⽂論⽂誌Ｄ（論⽂）
論⽂掲載判定までの所要⽉数

査読 ＋照会
R05【5.8】 3.2 ＋ 2.6
R04【5.2】 3.3 ＋ 1.9
R03【5.4】 3.1 ＋ 2.3
R02【7.3】 4.6 ＋ 2.7
R01【6.9】 4.8 ＋ 2.1
H30【6.2】 4.4 ＋ 1.8

平均
5.76ヶ月

掲載号

（2023年／R5）

査
読
期
間
[月]
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査読⽇数分布

25.48R1査読平均⽇数
18.15R2
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査読⽇数分布

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

0 20 40 60 80

査読者(x軸)ー査読日数(y軸)
分布

期間: 2019年10月10日-2020
年1月10日

R1平均日数 R2平均日数 R3平均日数

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

0 50 100 150 200

査読者(x軸)ー査読日数(y軸)
分布

期間: 2018年10月10日-2019
年10月9日

R1日数 R2日数 R3日数

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

0 50 100 150

査読者(x軸)ー査読日数(y軸)
分布

期間: 2020年1月11日-2020年
12月31日

R1平均日数 R2平均日数 R3平均日数

試行期間 2020年本施行

注：2018-2020年データは縦軸が前項のデータより広い

2023年2022年2021年2020年2019年2018年
25.4026.6525.4827.6130.2140.58R1
22.7619.5018.1520.4224.3526.10R2
13.348.3814.7010.9015.1416.98R3
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30 共通英⽂論⽂誌（Ｄ部⾨投稿論⽂）
論⽂掲載判定までの所要⽉数

平均
5.85ヶ月

査読 ＋照会
R05【5.9】 4.2 ＋ 1.7
R04【5.3】 3.7 ＋ 1.6
R03【6.2】 4.3 ＋ 1.9
R02【7.0】 5.0 ＋ 2.0
R01【6.7】 5.2 ＋ 1.5
H30【7.3】 5.4 ＋ 1.9

掲載号

（2023年／R5）

査
読
期
間
[月]
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31 査読マニュアルについて

産業応⽤部⾨ 和⽂論⽂誌 編修⻑
熱海 武憲 （千葉⼯⼤）

現時点での査読マニュアル
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32 査読に関する規定について

部⾨編修規程細⽬
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33 査読マニュアルの⽬的

● ⽬的
■ 論⽂査読の基準を明確にすること。
■ 論⽂投稿者と査読者が論⽂に対して共通の認識を
持つこと。

● 査読期間を短縮すること。
● 査読に対する不公平感をなくすこと。
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34 部⾨誌論⽂･査読の基本的考え⽅

● 論⽂の内容に対する全責任は投稿者にある。

● 論⽂の査読は論⽂指導ではない。

● 論⽂の価値の評価をするのは査読者ではなく，読者である。
■ 投稿者は評価に耐えられる論⽂を作る。
■ 査読者は論⽂を早く、正しく処理する。

● 次の論⽂を出したくなるような査読をする。
■ 何でも掲載すればよいというのではない。
■ 論⽂誌のレベルが下がれば投稿する魅⼒もなくなる。
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35 査読の要点(論⽂が備えるべき要件)

● 電気学術または技術に寄与するか

● 新規性，創造性，有⽤性のいずれか１つが認められるか
技術⾯だけでなく，考え⽅，応⽤上の問題点の指摘など，広
い観点からの新規性，創造性，有⽤性の判断がポイント

● 明⽩な誤り，⽭盾点がないか。論旨が⼀貫しているか。まえがき
で指摘した問題点が，むすびで結論付けられているか

● 同⼀内容が発表されていないか
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36 判定の基準

● 判定は４段階とし，以下の基準による。
■ ① エディトリアルな修正のみ︓

掲載(A判定)
■ ② 修正内容が推奨項⽬(Suggested change)のみ︓

条件付き掲載 (照会後掲載）（B判定)
※下記の電気学会の投稿⼿引きとは微妙に違うので注意
判定B 条件付掲載（軽微な修正点はあるが投稿者に照会のうえ⼀部修正すれば掲載）。

■ ③ 修正内容に必須項⽬(Mandatory change)を含む︓
照会後判定(C判定)

■ ④ 論⽂の要件を具備していない︓
返送(D判定)

● 照会後判定(C)は初回査読のみ選択可能
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37 照会⽂の書き⽅(A，B，C判定）

● ① 必須修正項⽬(Mandatory change)，
● ② 推奨修正項⽬(Suggested change)，
● ③ エディトリアルな修正項⽬(Editorial change)
に分け，判定の根拠を明確に記載する。

● ①の必須項⽬のある論⽂は，照会後判定(C)とする。

● ②の推奨項⽬と③の項⽬のみの論⽂は照会後掲載(B)とす
る。

● ③の項⽬のみの論⽂は掲載(A)とする。
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38 １回⽬の査読でＡ判定をつける場合の判
定の際の注意

● 電気学術または技術に寄与していることを記載する。

● 新規性，創造性，有⽤性（研究開発レターでは
創意性，新規性）のどれが認められるかを（複数
でも良い），明確に記載する。



電気学会産業応⽤部⾨論文委員会

39 返送⽂の書き⽅

● 理由を具体的に，明確に記載する。
● 客観的な証拠に⽋けていると判断された論⽂については修正の上，
新たな論⽂としての投稿を勧める。

● 新規性，創造性，有⽤性のいずれも有していないことを明確に説
明する。

（例）
● 既に発表されている論⽂＊＊との違い，優位性が無い，あるいは，
同⼀内容である。

● 論⽂の⽬的･主張･効果などが，論⽂記載のシミュレーションや実験
データでは確認できず，新規性，創造性，有⽤性のどれも認めら
れない。

● 理論式の展開の＊＊部分に誤りがある。
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40 その他

● 掲載決定論⽂の内容の変更は，原則として誤字，脱字，フォント
の不⼀致など，editorialな修正を除いて⼀切認められない。掲載
決定後，最終原稿で意図的に内容を追加したことが明らかになった
場合には，掲載の決定を取り消す場合がある。

● 査読マニュアルの内容は，常に改善してゆきます。なお査読マニュア
ルは産業応⽤部⾨論⽂委員会のページ
http://www2.iee.or.jp/~ias/d-ron/sadoku/からリンクできま
す。

参考︓部⾨ホームページ（ http://www.iee.jp/ias/ ）
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41 その他

● 昨年実施した「若⼿向け査読説明会」の資料も公開しておりま
す(http://www2.iee.or.jp/~ias/d-ron/sadoku/)．
詳細は，2023/11/10に配信し「電気学会D部⾨メールマガ
ジン」に記載されております。

★★ 産業応⽤部⾨⼤会（名古屋⼯業⼤学）での ★★
★★ 若⼿向け査読説明会資料の公開の案内（2023.11.10）） ★★

熱海 武憲 様

産業応⽤部⾨ 和⽂論⽂誌論⽂委員会 編修⻑ 熱海武憲
産業応⽤部⾨ 英⽂論⽂誌論⽂委員会 編修⻑ 横⼭智紀

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
情報提供︓⼀般社団法⼈電気学会

※本メールは電気学会会員（産業応⽤部⾨にご所属）でメールアドレスを
ご登録されている⽅にお送りしています。
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パスワード：jia-review-202308
※メルマガに記載されています
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43

論⽂委員意⾒に対する回答

和⽂誌編修⻑ 熱海 武憲（千葉⼯業⼤学）
英⽂誌編修⻑ 横⼭ 智紀（東京電機⼤学）
D１主査 児⼭ 裕史（東芝インフラシステムズ㈱）
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44 事前にいただいた御意⾒

査読について︓ 6件
ご意⾒・ご質問を頂戴しました。

ありがとうございました。

R05: 5件, R04: 5件, R03: 10件, R02: 2件,
R01: 5件, H30: 10件, H29: 4件, H28: 4件,
H27: 10件, H26: 11件, H25:12件，H24: 11件,
H23: ３件
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45 【ご質問】質問・コメント数の⽬安について

(1)質問・コメント数の⽬安について

特に数に⽬安はありませんが，査読者が「創造性」 「新規性」「有⽤
性」を確認するために必須と考えた数が望ましい数となります．悩ましい
場合は，担当幹事にご相談いただきたく存じます．また，「若⼿向け査
読説明会」の資料もご参考いただけますと幸いです．
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46【ご質問】英⽂誌への海外からの投稿数

(2)英⽂誌は、海外からの投稿者はその後、増えているのか気になってい
ますので、もしご存じでしたらお話いただけるとありがたいです。

● 2023.6にJIF取得なので、効果が出るのは2024か
らと想定されます

● ８⽉までの投稿数で⾒ると明らかに増加傾向が⾒て
取れます 海外投稿数（8/1ま

で）
海外投稿
数

投稿数

17261052021

2130962022

15281002023

28792024
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47 【ご意⾒】 JIA論⽂査読促進賞について

(3) 論⽂査読促進賞に不公平を感じているので，改善して欲しい。ほぼ毎年のよう
に論⽂査読促進賞を受賞している⽅がいる⼀⽅，私の場合，受賞対象の論⽂の査
読は数年に1回しか回って来ません。受賞機会が公平になるよう改善をお願いします。

・査読者選定については，査読者の専門性・過去１年の査読依頼数・査読
状況を論文幹事が確認して依頼しています。
・その上で、幹事側は査読者に偏りが発生しないよう、主査会で議論を進
めます。
・意欲のある方はぜひD6,D7,D8論文委員になってください。
・JIAの査読に関して、「１週間で査読を必ず終わらせます」というエン
トリーを行うシステムが運用できないか、主査会で検討します
・Scholar One 移行時に、査読機会に関しても、管理しやすい機能を検
討します
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48 【ご意⾒】 JIAの論⽂公開⽅法について

(4) 英⽂論⽂誌はIEEE Explorerで公開するようにして欲しい。
● まず、JIAはJ-Stageでオープンアクセスになっています
● お⾦を払ってでもJIAの論⽂をIEEE exploreに載せるようにしてほしい という意味の場合︓
● JIAは電気学会の全部⾨の和⽂誌同様、J-Stageと電⼦ジャーナル契約しています。
● 確かに、IEEE Xploreには、IEEEの論⽂誌以外に、たとえば
● 中国CESの論⽂誌、CES Transactions on Electrical Machines and Systems
● https://ieeexplore.ieee.org/xpl/RecentIssue.jsp?punumber=7873789
● は掲載されていますが、おそらく相当の費⽤と交渉が必要です。(計測⾃動制御学会も同様）
● JIAとはいえ、D部⾨のみで判断できる案件では無く、現在、新しい査読システム(ScholarOne)への移

⾏を検討しており、そこでの電気学会の費⽤負担（サーバーリプレイス含む）も相当であるので、慎重
な検討が必要です

● 例として、通信学会の英⽂レター https://www.ieice.org/cs_r/eng/comex/for_authors.html は
IEEE に掲載されるようになっており、４ページで９万８千円の掲載料です。電気学会の掲載料に⽐べ
て，約２倍の⾦額となります

● 「J-StageをやめてXploreにしてほしい」という意味の場合︓
● 昨今の傾向として、国内外とも研究助成⾦の成果の論⽂はオープンアクセスが必須になってきています

ので、Xploreに移⾏する意義は⾒いだせないように思います。
● IEEEのオープンアクセスジャーナルは2,000USDとなっており電気学会の約３倍の費⽤が発⽣します
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49 【ご意⾒】 表彰の連絡について

(5)表彰制度は、いいことと思います。これまでもあったかと思いますが、10
⽇ぐらい前に再度確認のメールを頂くとありがたく存じます。

受賞された⽅への連絡は，表彰式出⽋確認と併せてメールにて６⽉初
旬〜中旬に⾏っています。その後，上記受賞者含むすべての表彰式出
席者へ，別途当⽇の受付情報等の，”招待連絡”を，８⽉上旬に連
絡します。

つきましては，８⽉上旬の連絡を再度の確認のメールと認識いただけると
ありがたく存じます．
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50 【ご意⾒】 最終的な判定結果の連絡について

(6) IEEE Transのように，⾃ら査読した結果が最終的にどのような判
定で著者に連絡されているのか，他の査読者の照会事項も含めて，査
読者に分かるシステムを作っていただきたい。査読結果に対する⾃⼰評価
に加えて，より良い査読につながるものと考える。

現在，投稿システムに対してScholarOneへの移⾏が2026年予定で
検討されています．つきましては，ScholarOne移⾏時の検討項⽬とさ
せていただきたく存じます．
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51 おわりに

和⽂論⽂誌・英⽂論⽂誌ともに
魅⼒のある論⽂誌となりますよう
編修⻑・主査・副主査・幹事⼀同努めてまいります
論⽂委員の皆様⽅も引き続きご協⼒をお願いします。



電気学会産業応⽤部⾨論文委員会

これにて意⾒交換会を終了します

ありがとうございました


